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研究成果の概要（和文）：下顎骨後方移動術は患者の社会心理的問題の改善、適切な口腔機能の獲得が期待できるが、
睡眠呼吸障害を惹起する可能性がある。我々は外科的矯正治療前後での解剖学的バランスの変化と睡眠呼吸機能との関
連性を解明し、顎顔面領域の硬軟組織の変化が、機能的に安定した外科的矯正治療の立案の指標となるかを検討した。
本研究では下顎骨後方移動術前後では解剖学的バランスの変化は少なく、また舌や舌骨の位置変化と睡眠呼吸機能に関
連性があることが示された。これらのことから外科的矯正治療により相対的に増大した軟組織に何らかの形態的変化が
生じ睡眠呼吸機能を維持している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Mandibular set-back surgery can be improved social psychological problems and 
oral function, but there is likely to elicit a sleep-disordered breathing. We investigated the 
relationship between changes in anatomical balance and sleep respiratory function before and after 
orthognathic surgery, and made a study whether changes in the hard and soft tissues of the maxillofacial 
regions would become functionally stable indicators of orthognathic surgery.
In this study, we revealed there was little changes in anatomical balance and relationships between the 
tongue and the hyoid bone positon and sleep respiratory function. Our results indicated that 
morphological change in a relatively increased soft tissue　by　orthognathic surgery would maintain a 
sleep respiratory function.

研究分野：歯科矯正学

キーワード： 睡眠呼吸機能　外科的矯正治療
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１．研究開始当初の背景 
外科的矯正治療、特に下顎骨後方移動術を
適応することにより顔貌および咬合状態の
劇的な改善、適切な口腔機能の獲得が期待で
きる。このことは口腔内容積が減少し、舌房
が狭くなることにより睡眠呼吸障害を発症
する可能性が指摘される一方、下顎骨後方移
動術と睡眠呼吸障害は関連性がないとの報
告も散見されていた。 
 
２．研究の目的 
顎変形症や頭蓋顔面の形成異常等に代表
される骨格性不正咬合は患者の社会心理的
影響に大きく関与するとともに咀嚼、発音な
どの機能的問題が生じる。骨格性不正咬合患
者は上下顎骨の不調和が著しく、審美性の改
善、個性正常咬合の獲得、生理的な口腔機能
の回復、心理的障害の排除と社会適応性の向
上などを治療目標に外科的矯正治療を適応
する。これらの目標の達成により骨格性不正
咬合患者のQOLは飛躍的に向上すると推察さ
れる一方、短時間で元来の顎顔面口腔領域の
硬軟組織の構造が大きく変化することが、短
期的、あるいは中長期的に何らかの影響を与
えることが懸念される。 
外科的矯正治療、特に下顎骨後方移動術は
顔貌や咬合状態を劇的に改善させるが、口腔
内容積の減少およびそれに伴い舌が後方へ
移動することにより咽頭気道は狭窄する可
能性が示され、この狭窄が著しい場合は OSAS
に代表させる睡眠呼吸障害を惹起する可能
性が指摘されている。一方、実際の臨床の現
場では下顎骨後方移動術後に患者が OSAS 症
状を訴えることは極稀であり、下顎骨後方移
動術と睡眠呼吸障害の関連性は少ないとの
報告も散見される。OSAS の発症因子は多岐に
わたるため、下顎骨後方移動術と OSAS の関
連を証明することが困難である。 
近年、OSAS のﾒｶﾆｽﾞﾑを説明するものとして
軟組織量の変化とそれを囲む硬組織の大き
さのﾊﾞﾗﾝｽを神経性調節機構が支点となって
代償するという「解剖学的ﾊﾞﾗﾝｽ理論」が挙
げられる。Tsuiki et al. は OSAS 患者では
健常者に比べ、顎顔面領域における硬組織の
大きさと軟組織量との解剖学的ﾊﾞ ﾗ ﾝ ｽ
（Anatomical Balance）に有意差を認め、OSAS
発症に顎顔面領域の Anatomical Balance が
密接に関与している可能性を報告した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上を踏まえ我々は「病態にある顎顔面形

態の常態への転化が周囲組織および顎口腔
機能に与える影響を解明する」ことを研究の
全体構想として掲げ、「外科的矯正治療が
Anatomical balanceおよび上部気道開存性に
与える影響を検討する」ことを目的とした。 
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３．研究の方法 
Anatomical Balanceは顎顔面領域の硬組織
（Container）の大きさと軟組織（Meat）の
量に依存するものであり、下顎骨後方移動術
を行うこと場合、Container が小さくなるた
め、上部気道開存性が減少し、OSAS を惹起す
る可能性が考えられる。しかし、実際の臨床
ではそのようなことは極めて稀であること
を考慮すると何らかの補償機構が作用して
いる可能性が考えられる。そこで、実際の外
科的矯正治療によって生じる Anatomical 
Balance の変化、周囲組織の動態を解析し、
Anatomical Balanceが睡眠呼吸機能へ与える
影響も考慮した外科的矯正治療の術式決定
の指標となり得るかを評価する。また、睡眠
呼吸機能評価の際、入院下での睡眠時ﾎﾟﾘｿﾑﾉ
ｸﾞﾗﾌｨ検査では多数のﾃﾞｰﾀ採得が困難で、こ
れまでこの種の研究は進んでなかったが、本
研究ではｱﾌﾟﾉﾓﾆﾀｰを用いることに着目し、多
数の研究対象者のﾃﾞｰﾀ採得が期待できるこ
とが特色である。 
 
４．研究成果 
我々まず顔面非対称を伴わない骨格性下顎
前突症患者に顔貌と咬合機能の改善を目的に

OSASの解剖学的ﾊﾞﾗﾝｽﾓﾃﾞﾙ  



下顎骨後方移動術を適応した患者の側面頭部
X規格写真からLower Facial Cage、Tougueの
面積を計測し、Anatomical Balanceを算出し
た。その結果手術前、手術後、手術後1年で
Anatomical Balanceは統計学的に優位な変化
を認めなかった。また、舌骨は下顎骨後方移
動術前後で後下方に移動し、その後時間の経
過と共に前上方に移動した。このような患者
において舌骨の位置が前方位へと変化した症
例ではOSAS 指標のひとつである呼吸障害指
数の改善を認めた。その一方で、外科的矯正
治療の術式の相違による、顎顔面ならびに咽
頭部気道形態と睡眠時呼吸動態の術前後での
変化に明らかな傾向は認められなかった。さ
らに骨格性下顎前突症患者において下顎骨後
方移動術前の下顎下縁平面から舌骨までの距
離が遠いほど、舌全体に占める顎下部舌の占
める割合は大きくなり、また術前の顎下部舌
の割合が大きくなるほど術後の呼吸機能の悪
化の程度が大きくなることを示した。 
以上の結果から外科的矯正治療により相対
的に増大した軟組織が何らかの形態的変化が
生じ睡眠呼吸機能を維持している可能性が示
唆された。 
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